
パブリックコメント意見募集結果 

 
 

案 件 
名張市高齢者保健福祉計画（第９次改訂）・介護保険事業計

画（第８次改訂）（素案） 

募集期間 令和５年１１月１７日～同年１２月１８日 

意見の件数 
（意見提出者数） 

１３件（ ２人 ） 

意見の取扱い 

修正 素案を修正するもの  ４件

既記載 既に素案に盛り込んでいるもの  ３件

参考 素案に盛り込めないが、今後の参考とするもの  ４件

その他 素案に反映できないが、意見として伺ったもの  ２件

 

 

市民等の意見の概要 件数 意見に対する名張市の考え方 

【Ｐ８】（介護保険推進協議会関

係） 

家族等介護者の就労に向けての

調査やコメントがあるが、介護保

険推進協議会メンバーに労働分野

（雇用主、雇用者）の方は入って

いるのか。介護離職を防ぐために

は、雇用主の理解も必要と思う。

１件

【その他】 

現在の介護保険推進協議会の委員

の構成員は、労働分野の雇用主、雇

用者という観点からの選出をしてい

ませんので、今後の参考とさせてい

ただきます。 

【Ｐ８】（介護保険推進協議会関

係） 

会議開催の案内・傍聴案内はあ

ったのか。会議の議事録は、計画

や介護保険料が議会を通ってから

しか公開されないのか。意見を交

わした内容を知ることで素案の内

容を理解できるように思うが如何

か。 

１件

【その他】 

介護保険推進協議会開催の傍聴案

内については、市役所の掲示場へ掲

示していますが、今後は、市のホー

ムページにも掲載させていただきま

す。また、会議録にあっては、遅滞

なく公開していきます。 



【Ｐ２７】（介護予防・日常生活圏

域ニーズ調査関係） 

 「日常生活圏域別でみる生活

支援活動によるサービスの利用

率」について、分析のコメントで

は「認定率」とあるが表に記載が

ない。現行の計画で、今後経年比

較により地域別に分析する必要が

あるとしているが、分析をしたの

か。 

１件

【修正】 

介護予防・日常生活圏域ニーズ調

査については、要介護認定を受けて

いない高齢者を対象としており、前

回の調査結果で見ていた経年比較の

要素から認定率を除くこととしまし

た。分析内容については、訂正しま

す。 

【Ｐ４４】（基本理念関係） 

基本理念について、「自分らしく」

には、自己責任のイメージもあり、

他者に助けを求めることにためら

いを感じるように思う。名張市は、

地縁血縁のない市民が多いので、

早め早めにＳОＳが出せれば、み

んなが住みやすい地域になるし、

いわゆる処遇が難しい市民が少な

くなるのではないかと思う。 

１件

【修正】 

本市の理念において、高齢者自身の

思いを大切にした自己選択、自己決

定ができる暮らしを支援していくこ

とを目指し、記載をしています。お

互いの存在を認め合い、「助けて」が

気軽に言える地域の関係づくりに取

り組んでいくことを追記します 

【Ｐ５３～５６】（介護予防関係）

介護予防には、介護認定を受けて

いない少し元気な高齢者の自立し

た生活を継続するための行政や民

間サービスの情報を広めること

が、予防策の一つになるのではな

いか。 

１件

【既記載】 

本計画「（１）介護予防・日常生活支

援総合事業の推進」の５５ページ「介

護予防普及啓発事業の推進」や「（５）

初期相談対応」６２ページの取組に

ある「まちの保健室」において、高

齢者の自立した生活継続のために、

情報提供の発信も含め取り組んでい

ます。 

【Ｐ５５】（介護予防関係） 

 介護予防教室について、年に１

回の運動では、介護予防効果は期

待できないと思う。終了後に継続

できる活動の案内や立上げも必要

ではないか。 

 また、リスクのある中高年運動

指導を一般人に任せるのは大丈夫

なのか。安心安全な無理のないス

１件

【参考】 

本市においては、介護需要が高まる

７５歳以上の後期高齢者人口が急増

しており、また、軽度の要支援認定

者数も著しく増加してきていること

から、介護を必要とする状態に至る

手前の段階で、保健師や理学療法士、

管理栄養士等の専門職が介入した支

援プログラムが実践できる場が必要



トレッチ、心肺機能向上にいい運

動、筋トレ、そして楽しく動いて

もらうための技術が予防教室には

必要である。効果が実感できるプ

ログラムや適切な指導を行う人材

が必要と思う。色々な企画で楽し

くネットワークが広がればいいと

思う。 

と考えています。今後、介護予防と

保健事業の一体的実施事業の取組を

更に強化させ、教室等の運営に関す

る検討を進めていきます。介護予防

効果を期待するためには指導内容と

ともに、活動の頻度も重要です。あ

わせて、個別性を捉えた適切な指導

を行える人材の確保が必要であるこ

とから、本計画期間中に介護予防の

取組に必要な環境整備を行っていき

たいと考えています。ご意見につい

ては、今後の参考とさせていただき

ます。 

【Ｐ５５】（介護予防関係） 

高齢化に伴い疾病を抱え、介護予

防や重症化予防の活動に参加す

る方が多くなってくる。運動教室

や栄養教室、生活習慣病の学習、

ハイキングなどを組み合わせた

楽しく継続できる連続教室の開

催がよいのではないか。 

１件

【参考】 

介護予防や重症化予防に向け、運

動・栄養に関する知識が実践的に学

べる機会や場所づくりは非常に重要

と考えます。仲間と共に楽しく継続

できる環境整備を検討するための参

考にさせていただき、重症化予防に

向けた取組の強化を図ります。 

【Ｐ６１】（低栄養防止事業関係）

 ６０歳位から虚弱予防の視点が

大事と思う。低アルブミン血症は

余命を短くすると言われているこ

とから、市の健診で血液検査の項

目にアルブミン値を追加し、正常

値以下の方に栄養不足を改善する

働き掛けを行ってはどうか。 

１件

【既記載】 

 「低栄養防止事業の推進」に記載の

取組の中で、名張市国民健康保険加入

者の特定健診・後期高齢者健診項目か

ら、７５歳以上の方にアルブミン値、

ＢＭＩ、体重減少などから低栄養対象

者に保健指導を実施しています。 

【Ｐ６１】（糖尿病性腎症重症化予

防関係） 

糖尿病と言われ続けて治療をせ

ずに糖尿病性腎症になっている人

がいる。糖尿病の食事療法はカロ

リー制限高たんぱく質食である

が、糖尿病性腎症の食事療法は高

カロリー低たんぱく質食である。

糖尿病性腎症にり患した場合、早

１件

【既記載】 

「糖尿病性腎症重症化予防」記載

の取組として、特定健診において、

受診勧奨対象者に対して、手紙や電

話等で受診勧奨を実施するととも

に、医療機関受診者でコントロール

不良者に対して、かかりつけ医と連

携しながら、保健指導を実施してい

ます。 



期に、腎臓を保護する治療や食事

に変更すると病状も改善されると

思う。重症化予防として、生活習

慣病を放置させないことが必要で

ある。 

 

【Ｐ６２】（初期相談対応関係） 

公的なサービスとして行うの

で、「民間サービスなどの情報提

供」を行う場合、中立・公正性を

担保するための取組みはどのよう

にしているのか。市民の生命、尊

厳と財産を守る立場の介護福祉に

こそ、公正性が求められると考え

る。中立・公正性の担保、合理的

説明のつく情報提供、支援である

ことを期待する。 

１件

【修正】 

「民間サービスなどの情報提供」

の部分は、民間サービスに限る情報

提供と捉えられる可能性のある表現

であるため、「公的保険サービス等を

含め相談者に必要な情報提供を行

う」という表現に修正します。 

【Ｐ７０】（在宅医療・介護連携関

係） 

人口動態統計では、老人ホーム

と自宅で亡くなった方を併せて、

在宅での死亡としている。自宅だ

けでなく、介護保険施設、居住系

施設で亡くなる方も増えてくると

考えられる。医療機関以外を「在

宅」ととらえて在宅医療・介護連

携の充実が求められると考えるの

で、このことについて、加筆する

ことを検討いただきたい。 

１件

【修正】 

医療機関外でお亡くなりになる方

の割合は、今後ますます増加するこ

とが見込まれます。人口動態統計で

の扱いに準じ、医療機関以外での場

所での死亡は在宅として捉えた在宅

医療・介護連携の充実について加筆

します。 

【Ｐ７５】（配食事業関係） 

高齢者の配食会社を選べるよう

にする。市の配食サービスは１地

区１社。なぜ選べる余地がないの

か。他市では、地域包括支援セン

ターから何冊も宅配食のパンフレ

ットをもらい、その中から試食し、

選んで決めた。市が認定している

会社の食事内容、サービス内容チ

ェックはしているのか。何社か配

１件

【参考】 

市の配食サービス事業は、栄養バ

ランスの取れた食事提供と併せて配

達時に行う定期的な見守り支援を主

な目的として実施しています。市で

は、安否確認と夕食として適切な時

間帯に配達ができる時間を確保する

ため、配達地域を二分し、委託して

います。事業者選定に当たっては、

配達体制や食事内容等について、管



食会社を選べるような環境にした

ほうが食事内容やサービスの向上

につながると思う。 

理栄養士等が審査し、プロポーザル

方式により決定しています。市内に、

地域の配食ボランティアや、複数の

民間事業者があり、様々なニーズに

応じた食事の提供について、市の配

食サービス事業利用日以外に利用い

ただけるように、地域包括支援セン

ターやまちの保健室、市の窓口で案

内しています。より良い事業実施に

向けて、今後の参考とさせていただ

きます。 

【Ｐ７６】（地域の支え合い活動関

係） 

 地域の活動には、共に動いてく

れる若い仲間が必要である。地域

の支え合いが事業として運営でき

る組織づくりが大切であると感じ

る。給料の払えるものでないと長

続きはしないので、市民活動やボ

ランティアを有償で行うことに理

解を広めること、人の力を活かす

参加と共助の仕組みづくりをお願

いしたい。 

１件

【参考】 

多くの地域で担い手が不足してい

る状況にあり、市の総合計画におい

ても若い世代を含めた住民が参画で

きる街づくりを進めているところで

す。今後、担い手育成に向けた取組

を進めていくに当たり参考とさせて

いただきます。 

 
 


